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鳴
海
正
泰
さ
ん
が
、
二
〇
二
一
年
二
月
二
一
日
、

八
九
歳
で
旅
立
た
れ
た
。
今
日
に
つ
な
が
る
自
治
体

の
力
量
の
増
大
を
定
礎
し
た
一
九
六
〇
年
代
の
自
治

体
改
革
の
黎
明
期
か
ら
、
自
治
体
が
成
長
し
た
が
ゆ

え
に
可
能
に
な
っ
た
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
分
権
改

革
期
に
い
た
る
ま
で
、
実
践
と
理
論
の
両
面
か
ら
市

民
と
自
治
体
の
成
熟
に
向
け
た
改
革
を
先
導
し
て
き

た
。
そ
の
熱
い
想
い
は
一
九
六
〇
年
に
、
盟
友
・
松

下
圭
一
さ
ん
と
「
地
域
民
主
主
義
」「
自
治
体
改
革
」

を
提
起
し
た
と
き
以
来
、
い
さ
さ
か
も
揺
ら
ぐ
こ
と

は
な
か
っ
た
。

　
二
〇
歳
代
半
ば
の
鳴
海
さ
ん
は
、
東
北
大
学
の
歴

史
学
の
助
手
だ
っ
た
が
、
自
治
体
問
題
で
は
日
本
で

最
初
の
市
民
型
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
設
立
さ
れ
た

東
京
都
政
調
査
会
か
ら
請
わ
れ
て
初
代
の
研
究
員
に

な
っ
た
。
一
九
五
六
年
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
調
査

会
で
、
当
時
は
め
ず
ら
し
か
っ
た
市
民
運
動
や
各
地

に
点
在
す
る
革
新
首
長
と
交
流
し
な
が
ら
、
市
民
と

自
治
体
の
可
能
性
を
追
究
し
、
松
下
さ
ん
ら
若
手
の

学
者
研
究
者
と
も
親
交
を
深
め
な
が
ら
、
自
治
体
問

題
の
改
革
型
専
門
家
と
し
て
力
量
を
み
が
か
れ
た
。

　
一
九
六
三
年
に
横
浜
革
新
市
政
が
誕
生
す
る
と
、

飛
鳥
田
市
長
に
請
わ
れ
て
市
役
所
に
入
庁
し
、
少
し

あ
と
に
入
庁
し
た
田
村
明
さ
ん
と
ブ
レ
ー
ン
と
し
て

市
政
を
支
え
た
。
こ
の
一
九
六
三
年
の
第
五
回
統
一

自
治
体
選
挙
で
は
大
量
の
革
新
首
長
が
当
選
し
た
。

翌
年
に
は
飛
鳥
田
さ
ん
を
会
長
に
全
国
革
新
市
長
会

が
結
成
さ
れ
る
。
以
後
一
九
六
〇
・
七
〇
年
代
を
と

お
し
て
、
革
新
自
治
体
に
よ
る
公
開
と
参
加
を
基
調

と
し
た
自
治
体
改
革
が
急
速
に
進
展
す
る
が
、
鳴
海
さ

ん
は
つ
ね
に
そ
の
中
心
に
い
て
改
革
を
牽
引
さ
れ
た
。

　
一
九
八
〇
年
に
市
役
所
を
退
い
た
あ
と
は
関
東
学

院
大
学
の
教
授
と
し
て
教
鞭
を
と
ら
れ
る
か
た
わ

ら
、
晩
年
ま
で
、
主
と
し
て
「
地
元
」
で
あ
る
神
奈

川
県
を
舞
台
に
多
彩
な
活
動
を
続
け
ら
れ
た
。
そ
う

し
た
活
動
の
な
か
で
「
自
治
体
学
」
と
い
う
言
葉
を

造
語
し
、
政
府
と
し
て
の
自
治
体
の
成
熟
に
よ
る
市

民
自
治
の
深
化
の
た
め
に
、
市
民
、
自
治
体
職
員
、

研
究
者
ら
に
よ
る
新
た
な
自
治
研
究
の
必
要
も
説
い

て
い
る
。
こ
れ
が
一
九
八
六
年
の
自
治
体
学
会
の
設

立
に
接
続
し
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
鳴
海
さ
ん
は
多
数
の
著
書
を
上
梓
さ
れ
た
。『
都
市

変
革
の
思
想
と
方
法
』
れ
ん
が
書
房
一
九
七
三
年
、『
地

方
自
治
体
入
門
』
日
本
経
済
新
聞
社
一
九
八
一
年
、『
戦

後
自
治
体
改
革
史
』
日
本
評
論
社
一
九
八
二
年
、『
転

換
期
の
市
民
自
治
』
日
本
経
済
評
論
社
一
九
八
七
年
、

『
地
方
自
治
を
見
る
眼
』
有
斐
閣
一
九
九
一
年
、『
地
方

分
権
の
思
想
』
学
陽
書
房
一
九
九
四
年
、『
自
治
体
改

革
の
あ
ゆ
み
』
公
人
社
二
〇
〇
三
年
が
あ
る
。
自
治
研

究
を
志
す
後
学
の
徒
に
と
っ
て
は
、
ど
れ
も
自
治
体
改

革
の
歴
史
と
思
想
を
学
べ
る
有
益
な
書
で
あ
る
。

　
歴
史
学
徒
で
あ
っ
た
鳴
海
さ
ん
は
、
現
在
の
事
象

に
立
ち
向
か
う
と
き
、
過
去
を
し
っ
か
り
検
証
し
て

未
来
を
構
想
す
る
。
こ
う
し
た
思
考
方
法
は
ど
の
著

書
に
も
通
底
し
て
い
る
。
鳴
海
、
松
下
の
両
大
人
に

ひ
と
回
り
若
い
大
矢
野
修
さ
ん
と
私
が
く
わ
わ
っ

て
、
大
部
の
『
資
料
・
革
新
自
治
体
』
日
本
評
論
社

一
九
九
〇
年
（
正
）・
一
九
九
八
年
（
続
）
を
編
集

出
版
し
た
こ
と
が
あ
る
。
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
革

新
自
治
体
の
先
駆
的
営
為
を
資
料
集
と
し
て
編
纂
し

た
も
の
だ
が
、
こ
れ
も
鳴
海
さ
ん
と
歴
史
重
視
の
想

い
を
共
有
し
て
実
現
し
た
。

　
私
が
鳴
海
さ
ん
に
最
初
に
お
目
に
か
か
っ
た
の
は

一
九
六
四
年
、
大
学
三
年
の
時
で
あ
っ
た
。
市
役
所

に
入
庁
し
た
鳴
海
さ
ん
の
初
仕
事
は
『
市
民
生
活
白

書
』
の
刊
行
で
、
そ
の
白
書
が
み
た
く
て
市
役
所
ま

で
う
か
が
っ
た
。市
民
に
市
政
の
現
状
を
知
ら
せ
る
、

情
報
公
開
事
始
め
の
先
駆
的
な
仕
事
で
あ
っ
た
。
卒

業
し
て
数
年
後
、
私
は
調
査
会
の
研
究
員
と
な
り
、

期
せ
ず
し
て
鳴
海
さ
ん
の
後
輩
を
拝
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
晩
年
ま
で
居
場
所
は
ず
い
ぶ
ん

変
わ
っ
た
が
ず
っ
と
お
つ
き
あ
い
い
た
だ
い
た
。

　
最
後
に
お
会
い
し
た
の
は
二
〇
一
五
年
二
月
二
七

日
。
横
浜
市
内
を
少
し
散
策
し
、
上
林
得
郎
さ
ん
を

ま
じ
え
て
昼
食
を
と
も
に
し
な
が
ら
和
や
か
な
一
時

を
す
ご
し
た
。
私
は
そ
の
翌
日
、
闘
病
中
の
松
下
さ

ん
を
小
平
市
の
自
宅
に
お
見
舞
い
し
た
。
鳴
海
さ
ん

に
話
題
が
お
よ
ん
で
、
先
生
は
「
鳴
海
は
文
章
が
う

ま
く
て
、
う
ら
や
ま
し
く
思
っ
た
も
の
だ
」
と
、
若

き
こ
ろ
の
盟
友
に
想
い
を
馳
せ
て
お
ら
れ
た
。
こ
の

と
き
の
横
浜
・
東
京
行
き
が
、
私
が
鳴
海
さ
ん
と
松

下
さ
ん
に
お
会
い
す
る
最
後
の
機
会
と
な
っ
た
。

　
同
年
五
月
六
日
、
松
下
さ
ん
が
逝
去
さ
れ
た
。
鳴

海
さ
ん
は
、
そ
の
ご
開
か
れ
た
送
る
会
に
体
調
不
良

で
出
席
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
考
え
て
い
た
追

悼
の
辞
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
「
松
下
圭
一
の
『
自
治
体

改
革
・
都
市
政
策
論
』
の
源
流

－

一
九
六
〇
年
代
・

戦
後
日
本
の
転
換
期
の
な
か
で
」（
自
治
研
か
な
が

わ
二
〇
一
六
年
八
月
号
）
を
し
た
た
め
ら
れ
た
。
若

い
二
人
の
交
流
の
な
か
か
ら
、
新
し
い
市
民
自
治
の

時
代
を
理
論
的
・
実
践
的
に
切
り
拓
こ
う
と
す
る
躍

動
感
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
こ
の
原
稿
の
校
閲
を
依
頼
さ
れ
て
何
度
か
や
り
と

り
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
が
鳴
海
さ
ん
と
交
わ
し

た
最
後
の
メ
ー
ル
と
な
っ
た
。
合
掌

＜
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